
 

 

 

 

                                                  

 
 

 

   

 

    

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
ＪＡ京都中央 令和４年８月９日 No.６１２ 作成者 荒木俊光 

 

京京京都都都乙乙乙訓訓訓茄茄茄子子子立立立毛毛毛品品品評評評会会会ででで和和和田田田さささんんんががが府府府知知知事事事賞賞賞   

)) 

令和４年８月５日、京都乙訓地域のナスの立毛品

評会が行われました。ＪＡ京都中央管内からは、大

原野、羽束師、向日市、長岡京市各地区の上位入賞

７圃場と、ＪＡ京都市から２圃場が出品されまし

た。審査には、京都乙訓農業改良普及センター、各

行政担当者、ＪＡ担当者が当たりました。６月の高

温乾燥のあと７月の戻り梅雨、その後の高温と害虫

の発生の多い状況で管理にはたいへん苦労の多い

年でしたが、各圃場とも管理が行き届いており順調

な生育でした。生育状況、圃場の管理状況、病害虫

の発生状況、創意工夫などに基づく審査の結果、１

位に和田毅氏（向日）、２位が福田滋生氏（JA 京都

市）、３位が中尾一浩氏（JA京都市）となりました。

入賞された皆様おめでとうございました。 

圃場での審査風景 

京都府知事賞の和田毅氏圃場 中央会長賞の福田滋生氏圃場 

令和 4 年度京都乙訓地域茄子立毛品評会結果 

京都府知事賞   和田 毅 様（向日支店） 

京都府農業協同組合中央会長賞  福田滋生 様（JA 京都市） 

全国農業協同組合京都府本部長賞  中尾一浩 様（JA 京都市） 

京都府信用農業協同組合連合会長賞  岡田英次 様（羽束師支店） 

全国共済農業協同組合連合会京都府本部長賞  小山保博 様（乙訓支店） 

受賞者の皆様 おめでとうございます 
―ＴＡＣ information―  
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近年、カメムシ類による斑点米が多発し、品質を低下させています。   

JA 管内では、斑点米の大きな原因となるミナミアオカメムシが多く

見られています。 

今年はさらに、イネカメムシが各地で発生しています。このカメムシ

は、斑点米を発生させるだけでなく、穂が出始めるとすぐ侵入して、籾

の基部や茎を吸汁し、籾や穂全体が不稔（白穂）となり減収につながり

ます。発生を確認した圃場は、直ちに防除が必要です（下図参照）。 

カメムシ類の多くは、ほ場周辺の雑草管理を徹底することが発生の低

減につながります。 畦畔などのイネ科雑草で増殖するため、出穂の２週

間前までに水田周辺の除草を徹底して行うことが重要です。 その後、

収穫時までは除草作業を控え、水田への侵入を防ぐことも大切です。 

出
穂
期 

第１回  

カメムシ類 

防除 

キラップ粒

剤などを使

用。 

イネカメム

シが見られ

た場合 

第２回  

カメムシ類 

防除 

スタークル

粒剤、スタ

ークル豆つ

ぶ  

な ど を 使

用。 
 

第３回  

カメムシ類 

防除 

スタークル粒

剤、スターク

ル豆つぶ  

などを使用。 

※発生状況

に応じて 

イネカメムシ 

ミナミアオカメムシ 


